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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平坦に折り潰した紙状筒の開口端部の両角に多角形状の折込み部を形成すると共に、前
記紙状筒の上紙及び下紙の一方を開いて展開面を形成し、該展開面の中心部開口を覆って
前記上紙及び下紙に折れ筋を付け、前記展開面の両折込み部を渡り且つ前記中心部開口を
覆い更に前記折れ筋から外方にはみ出し、その先端が折れ片に形成された引剥し片付のイ
ンナーパッチを、前記展開面に、剥離強度が１ｃｍ幅当たり３０ｇないし２００ｇ未満の
易剥離性接着剤にて貼り合わせて開封側開口部とし、前記折れ筋に沿い前記上紙及び下紙
を折り畳み貼り合わせてなることを特徴とする粉粒体用貼袋。
【請求項２】
　前記インナーパッチは、少なくとも前記両折れ筋を渡り前記両折込み部上にある接着シ
ロにて貼り合わせた請求項１記載の粉粒体用貼袋。
【請求項３】
　前記上紙及び下紙を前記折れ筋に沿い折り畳んで貼り合わせた上に、開封テープ付の化
粧紙を貼り合わせた請求項１または２記載の粉粒体用貼袋。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、小麦粉、蕎麦粉、コーンスターチ等の粉粒体用貼袋に関するものであり、より
詳しくは、紙状筒の開口端部からの内容物の漏出を完全に防止すると共に、開封時の作業



(2) JP 4072902 B2 2008.4.9

10

20

30

40

50

が清潔な環境下でスムーズに実施できるようにした粉粒体用貼袋に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の粉粒体用貼袋Ａの開封側開口部の構造としては、図１１に示すように、平坦に折り
潰した紙状筒ａの開口端部ｂの両角に多角形状の折込み部ｃ、ｄを形成すると共に、紙状
筒ａの上紙ｅ及び下紙ｆの一方を開いて展開面ｇを形成し、この展開面ｇの中心部開口ｈ
を塞げるように上紙ｅ及び下紙ｆに折れ筋ｉを付け、この折れ筋ｉに沿い上紙ｅ及び下紙
ｆを折り畳んで貼り合わせ、更にその上から開封テープｊ付の化粧紙ｋを貼り合わせて、
開封側開口部を構成する最も簡易な形状のものが知られている。
【０００３】
図１１の粉体用貼袋Ａは、折込み部ｃ、ｄと中心部開口ｈ側との境目ｌ及び折れ筋ｉから
粉体が漏れやすいという問題があり、それを改善したものとして、下記の本出願人のもの
が知られている。
【特許文献１】
特開２００１－３１１０８号公報
特許文献１によれば、折込み部ｃまたはｄと中心部開口ｈ側との境目ｌを塞ぎ且つ両折れ
筋ｉ間の幅があり、折れ片ｍのあるインナーパッチｎが、図１２に示すように、両側に貼
り合わされ、この折れ筋ｉに沿い上紙ｅ及び下紙ｆを折り畳んで貼り合わせされ、更にそ
の上から不図示であるが開封テープ付の化粧紙が貼り合わせて、粉体用貼袋Ｂの開封側開
口部が構成されている。その結果、この粉体用貼袋Ｂは、その折込み部ｃ、ｄの境目ｌ及
び折れ筋ｉからの粉体の漏れを防ぐことが出来るものとなる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記した図１１の粉体用貼袋Ａは、構造が簡単で製作し易いが、上記の境目ｌ及び折れ筋
ｉを伝わって内容物の粉体が漏出しやすく、最近のように、作業現場の環境整備が重要視
され、清潔な環境下で製造された製品であるということが、その製品の品質の一部をなす
という状況下では、この粉体用貼袋Ａのように内容物である粉体が漏出するということは
容認しがたい。
【０００５】
また、図１２の改良型の粉体用貼袋Ｂは、折れ片ｍのあるインナーパッチｎにより、境目
ｌを伝わって内容物の粉体が漏れることはほとんど無くなり、また折れ筋ｉからの粉体の
漏れも著しく減り、図１１の粉体用貼袋Ａと比べて大きく改善されている。しかしながら
、依然として粉体用貼袋Ｂの折れ筋ｉから粉体が漏出する虞があり、完全なものとは言い
がたい。
【０００６】
そこで、本発明の目的は、袋の底部を形成する際の根本的な折れ筋を伝わる粉流体の漏れ
を完全に阻止すると共に、底部に開封容易な開封側開口部を設けても、その要因による粉
体の漏出がなく、開封時の操作がスムーズに実施できる粉粒体用貼袋を提供することにあ
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記目的を達成するために提案されたものであって、下記の構成からなるこ
とを特徴とするものである。
　すなわち、本発明によれば、平坦に折り潰した紙状筒の開口端部の両角に多角形状の折
込み部を形成すると共に、前記紙状筒の上紙及び下紙の一方を開いて展開面を形成し、該
展開面の中心部開口を覆って前記上紙及び下紙に折れ筋を付け、前記展開面の両折込み部
を渡り且つ前記中心部開口を覆い更に前記折れ筋から外方にはみ出し、その先端が折れ片
に形成された引剥し片付のインナーパッチを、前記展開面に、剥離強度が１ｃｍ幅当たり
３０ｇないし２００ｇ未満の易剥離性接着剤にて貼り合わせて開封側開口部とし、前記折
れ筋に沿い前記上紙及び下紙を折り畳み貼り合わせてなることを特徴とする粉粒体用貼袋
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が提供される。
【０００８】
また、本発明によれば、前記インナーパッチは、少なくとも前記両折れ筋を渡り前記両折
込み部上にある接着シロにて貼り合わせた上記粉粒体用貼袋が提供される。
【０００９】
また、本発明によれば、前記上紙及び下紙を前記折れ筋に沿い折り畳んで貼り合わせた上
に、開封テープ付の化粧紙を貼り合わせた上記粉粒体用貼袋が提供される。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下に、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
図１は本発明の実施の形態を示す粉粒体用貼袋の平面図、図２は該粉粒体用貼袋の構成状
態の一部を切欠した斜視図、図３は該粉粒体用貼袋の紙状筒の一部を切欠した斜視図、図
４ないし１０は本発明の該粉粒体用貼袋の製作状態を示す平面図である。
図において、粉粒体用貼袋１は、平坦に折り潰した紙状筒２の開口端部３の両角３ａ、３
ｂに多角形状の折込み部４、５を形成すると共に、紙状筒２の上紙６及び下紙７の一方を
開いて展開面８を形成し、この展開面８の中心部開口９を覆うように上紙６及び下紙７に
折れ筋１０を付けて構成されている。また、展開面８の両折込み部４，５を渡り且つ中心
部開口９を覆い更に折れ筋１０から外方にはみ出し、引剥し片１１付のインナーパッチ１
２を、展開面８に後述の易剥離性接着剤２４にて貼り合わせて開封側開口部１３とし、折
れ筋１０に沿い上紙６及び下紙７を折り畳み貼り合わせ、更にその上に開封テープ１４付
の化粧紙１５を貼り合わせて構成されている。なお、図１中１６は充填口側端部を示す。
【００１１】
前記紙状筒２は、径及び長さとも、適宜使用目的に合わせた任意のものが選択され、図２
、３では外層紙状物２０、内層紙状物２１を有する２枚重ねにしたものが使用されている
が、これに限定されず、単層、２層以上の多層でも良い。材質もクラフト紙、クラフト紙
／プラスチックの積層紙、プラスチックフィルムなどが使用される。
【００１２】
この紙状筒２を、図３に示すように平坦に折り潰し、折れ線２２に沿い折り曲げ、図４に
示すように、前記開口端部３の両角３ａ、３ｂに三角形状の折込み部４、５を形成し、紙
状筒２の上紙６側を開いて六角形状の展開面８とする。この展開面８には中心部開口９が
あるから、これを塞ぐには上紙６及び下紙７を中心部開口９側に折り曲げる必要がある。
従って、折れ筋１０が上紙６及び下紙７に付けられ、この折れ筋１０に沿って上紙６及び
下紙７を折り畳むことになる。本発明の粉粒体用貼袋１では、中心部開口９を覆うのに、
図５に示すように、前記インナーパッチ１２を使用している。
【００１３】
このインナーパッチ１２は、中心部開口９を覆うことはもちろん、展開面８の両折込み部
４，５と中心部開口９側との境目２３を覆い、更に上紙６及び下紙７に付けた折れ筋１０
から外方にはみ出すように、その縦寸法、横寸法が定められる。そして、このインナーパ
ッチ１２は、図５に示すように、展開面８に易剥離性接着剤２４を口字状に塗布し貼り付
ける。また、このインナーパッチ１２は、図６に示すように、展開面８に易剥離性接着剤
２４をコ字状に塗布し貼り付けてもよく、図７に示すように、二字状に塗布し貼り付けて
もよい。要は上記の境目２３から内容物である粉粒体の漏出が防止できればよい。
【００１４】
　このインナーパッチ１２は、開封側開口部１３側に設けられているから、粉粒体用貼袋
１に収容した内容物の粉粒体を取り出す際、開封する必要があり、そのために引剥し片１
１を有している。この引剥し片１１は図５ないし図７に記載されているように、インナー
パッチ１２の開封側先端が折り曲げられた折れ片となっている。この引剥し片１１がイン
ナーパッチ１２が展開面８に強固に貼り付けられていれば、引き剥がすことが困難である
とともに、無理に引き剥した際に、余分なところをも破いてしまうことがあるため、接着
力の弱い、易剥離性接着剤で接着しておく必要がある。この易剥離性接着剤２４は、せん
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断強度は高いが剥離強度は低いものであり、この剥離強度は１ｃｍ幅当たり３０ｇないし
２００ｇ未満である。易剥離性接着剤２４としては、自体公知の酢酸ビニル系のものが好
ましく用いられる。なお、インナーパッチ１２の材質は、紙状物２と同様のクラフト紙、
クラフト紙／プラスチックの積層紙、プラスチックフィルムなどが好ましく用いられる。
【００１５】
展開面８にインナーパッチ１２を易剥離性接着剤２４にて貼り付けた後、図８で示すよう
に、斜線で示す部位に易剥離性接着剤２４を塗布し、図９に示すように、下紙７を前記折
れ筋１０に沿って折り畳み貼り合わせる。更に、図１０に示すように、上紙６を折れ筋１
０に沿って折り畳み貼り合わせる。その上に前記化粧紙１５に接着剤を塗布したものを貼
り合わせ、開封側開口部１３を封止して、製品とする（図１参照）。
【００１６】
なお、以上の本発明の実施形態の説明は、粉粒体用貼袋の開封側開口部１３の構造及びそ
の封止についてのものであり、内容物の充填側端部１６の構造及びその封止については、
自体公知の手段によれば良い。
【００１７】
次に、上記構成になる粉粒体用貼袋１の利用方法について説明する。
先ず、充填側端部１６側にある充填口から粉粒体が供給され、その充填が終了すると充填
口が閉じられ、更に必要に応じて化粧紙などが貼られ、粉粒体を収容した最終製品となる
。粉粒体の利用者は、袋１内の粉粒体を利用するには開封側開口部１３を開封しなければ
ならない。それには、まず化粧紙１５の開封テープ１４を利用して開封し、更に上紙６を
剥がし更に下紙７も剥がしてインナーパッチ１２を裸出する。このインナーパッチ１２の
引剥し片１１を利用して剥がしてゆく。この際、インナーパッチ１２は、展開面８に易剥
離性接着剤２４にて貼り付けられているから、容易に剥がすことができ、開封側開口部１
３を開封して、粉粒体を取り出し利用することができる。
【００１８】
しかも、開封側開口部１３にインナーパッチ１２があることにより、粉粒体が充填された
状態の貼袋１の運搬や保管中に内容物が漏出することがない。したがって、最近の傾向で
ある作業現場の環境整備を重要視し、清潔な環境下で製造された製品であるということが
、その製品の品質の一部をなすという状況下で、この粉粒体用貼袋１は要請に応えたもの
ということができる。
【００１９】
以上、本発明の実施形態を説明したが、具体的な構成はこれに限定されず、本発明の要旨
を逸脱しない範囲での変更は適宜なし得ることが理解されるべきである。
【００２０】
【発明の効果】
　以上詳述したように、本発明によれば、開封側開口部の展開面に、この両折込み部を渡
り更に上紙及び下紙に付けた折れ筋を覆う形状のインナーパッチを、易剥離性接着剤にて
貼り合わせてあるから、袋体内容物の粉粒体が漏出せず、開封時には易剥離性接着剤の貼
り合わせにより、容易に開封できる。
　したがって、袋の底部を形成する際の根本的な折れ筋を伝わる粉粒体の漏出を完全に阻
止すると共に、底部に開封が容易な開封側開口部を設けても、その要因による粉粒体の漏
出がなく、清潔な環境下で製造された製品であることが、その製品の品質の一部をなすと
いう、要請に応えた粉粒体用貼袋を提供することができる。
　また、インナーパッチの接着シロは最低限両折れ筋を渡り且つ両折込み部上にあればよ
いことになるため、易剥離性接着剤を節約でき、かつ、粉粒体の漏出は完全に阻止できる
。
　さらに、本発明の粉粒体用貼袋を化粧紙により防護することによって、粉粒体の充填時
あるいは運搬や保管中の外力によるアクシデントが防止できるという効果も併せ持つもの
となる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】　本発明の実施の形態を示す粉粒体用貼袋の平面図である。
【図２】　図１の粉粒体用貼袋の構成状態の一部を切欠した斜視図である。
【図３】　図１の粉粒体用貼袋の紙状筒の一部を切欠した斜視図である。
【図４】　本発明の粉粒体用貼袋の製作状態の一例を示す平面図である。
【図５】　本発明の粉粒体用貼袋の製作状態の一例を示す平面図である。
【図６】　本発明の粉粒体用貼袋の製作状態の一例を示す平面図である。
【図７】　本発明の粉粒体用貼袋の製作状態の一例を示す平面図である。
【図８】　本発明の粉粒体用貼袋の製作状態の一例を示す平面図である。
【図９】　本発明の粉粒体用貼袋の製作状態の一例を示す平面図である。
【図１０】　本発明の粉粒体用貼袋の製作状態の一例を示す平面図である。
【図１１】　粉粒体用貼袋の従来例を示す斜視図である。
【図１２】　粉粒体用貼袋の従来例を示す平面図である。
【符号の説明】
　　　１，Ａ，Ｂ　　　　　　　　粉体用貼袋
　　　２，ａ　　　　　　　　　　紙状筒
　　　３，ｂ　　　　　　　　　　開口端部
　　　３ａ，３ｂ　　　　　　　　角
　　　４，５，ｃ，ｄ　　　　　　折込み部
　　　６，ｅ　　　　　　　　　　上紙
　　　７，ｆ　　　　　　　　　　下紙
　　　８，ｇ　　　　　　　　　　展開面
　　　９，ｈ　　　　　　　　　　中心部開口
　　　１０，ｉ　　　　　　　　　折れ筋
　　　１１　　　　　　　　　　　引剥し片
　　　１２，ｎ　　　　　　　　　インナーパッチ
　　　１３　　　　　　　　　　　開封側開口部
　　　１４，ｊ　　　　　　　　　開封テープ
　　　１５，ｋ　　　　　　　　　化粧紙
　　　１６　　　　　　　　　　　充填口側端部
　　　２０　　　　　　　　　　　外層紙状物
　　　２１　　　　　　　　　　　内層紙状物
　　　２２　　　　　　　　　　　折れ線
　　　２３，ｌ　　　　　　　　　境目
　　　２４　　　　　　　　　　　易剥離性接着剤
　　　ｍ　　　　　　　　　　　　折れ片
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